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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:胚葉形成中のMAPキナーゼp38（MAPK11、MAPK12、MAPK13および/またはMAPK14）の活性化に必要。NCK相互作用キナーゼ（NIK）下流のE-カドヘリンタンパク質レベルを調節することにより、胚葉形成中のE-カドヘリンのダウンレギュレーションに必要であり、FGFシグナル伝達およびSnailによる転写調節とは独立している。,類似性:FAM48ファミリーに属します。,サブユニット:MAPK14と相互作用します。,組織特異性:精巣で高度に発現し、脳および下垂体で中等度に発現します。肺、脳、胸腺および腎臓を含むいくつかの胎児組織で発現します。悪性前立腺組織では発現が低下します。,機能:胚葉形成中のMAPキナーゼp38（MAPK11、MAPK12、MAPK13および/またはMAPK14）の活性化に必要。胚葉形成期におけるE-カドヘリンのダウンレギュレーションに必須であり、NCK相互作用キナーゼ（NIK）下流のE-カドヘリンタンパク質レベルを調節することで、FGFシグナル伝達およびSnailによる転写調節とは独立して働く。,類似性：FAM48ファミリーに属する。,サブユニット：MAPK14と相互作用する。,組織特異性：精巣で高発現、脳および下垂体で中等度発現。肺、脳、胸腺、腎臓など、いくつかの胎児組織で発現する。悪性前立腺組織では発現が低下する。,
	研究分野
	-
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	1000倍希釈の抗体を用いたマウス腎臓細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

